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冬休みが終わり、いよいよ３学期が始まりました。昔から「一月往ぬる二月

逃げる三月去る」といわれてきたように、年度末に向けて月日が流れるのを

早く感じる時期です。風邪やインフルエンザも引き続き流行する季節なので、

体調管理にはより一層気をつけて、１日 １日を大切に過ごしてほしいと思い

ます。 

 

1月7日は七草の節句でした。  

「君がため  春の野に出て若菜摘む  我が衣手に雪は降りつつ」（百人一首より）  

ここに歌われている若菜とは、七草のことです。「大切な人が健康でこの1年を送ることができ

るように、若菜を摘んで食べさせよう」という意味があります。この七草をおかゆにして、1年の無

病息災を願う習わしが1300年あまり昔の奈良時代から続いています。  

 脳と栄養、一見何の関係もないように思えますが、脳の回転を早くし、記憶力を高める  

のには、実はさまざまな栄養素がかかわっているのです。  

毎年 1 月 24 日から 30 日は「学校給食週間」です。戦後の食糧難の中で始まった学校給食の大

切さを見つめ直し、支えてくれる人たちへの感謝を深める期間です。給食には、成長に必要な栄養をと

とのえたり、新しい食文化にふれたりできるという役割があります。この機会に、日々の給食がどのよう

に作られ、どんな思いが込められているのかを考えてみましょう。毎日の給食をおいしく、感謝していた

だきましょう。 

今年の給食週間のテーマは「図書コラボ給食」です。物語に登場する料理を、給食で再現します。ど

んな料理が登場するでしょう？お楽しみに！ 


